
特集
企
業
価
値
担
保
権
の
第
一
歩

企
業
価
値
担
保
権
が
促
す
金
融
機
関
と

官
民
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
連
携
の
意
義

ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
に
よ
る
事
業
再
生
を

通
じ
た
地
域
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
な
ど
の
資
金
繰
り
支
援
が
一
巡
し
、
中
小
企
業

の
倒
産
件
数
は
高
止
ま
り
が
続
く
な
ど
、
地
域
経
済
は
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
で
、
制
度
が
始
ま
っ
た
「
企
業
価
値
担
保
権
」
を
再
生
局
面
で
活
用
す
る
現
実
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
、
官
民
再
生
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
あ
る
。
伴
走
型
ハ
ン
ズ
オ
ン
支

援
を
通
じ
て
事
業
価
値
を
磨
き
上
げ
、
企
業
価
値
担
保
権
を
活
用
し
た
地
域
金
融
機
関
の
リ
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
エ
グ
ジ
ッ
ト
を
達
成
す
る
事
例
が
、
す
で
に
複
数
実
現
し
て
い
る
。

手
遅
れ
に
な
る
前
の

早
期
再
生
案
件
が
増
加

　

中
小
企
業
庁
の
公
表
資
料
に
よ
れ

ば
、
２
０
２
５
年
度
に
全
国
の
中
小

企
業
活
性
化
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
件
数
は
前
年
度
比
15
％
増
と
な

り
１
万
件
を
突
破
し
た
。
同
年
度
に

完
了
し
た
再
生
計
画
策
定
支
援
（
１

２
１
２
件
）
で
も
「
債
務
免
除
」
を

伴
う
抜
本
的
な
金
融
支
援
は
、
前
年

度
の
１
７
７
件
か
ら
２
０
２
件
に
増

加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
抜
本
再
生

案
件
の
中
に
は
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
目

前
ま
で
「
様
子
見
」
を
続
け
て
選
択

肢
を
失
っ
た
「
手
遅
れ
案
件
」
が
相

当
数
含
ま
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

も
と
よ
り
、
事
業
ス
ポ
ン
サ
ー
へ

の
譲
渡
は
事
業
再
生
の
正
当
か
つ
有

力
な
手
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
業

価
値
が
毀
損
し
た
後
の
局
面
で
は
買

い
手
間
の
競
争
原
理
が
働
か
ず
、
清

算
価
値
保
障
ぎ
り
ぎ
り
で
の
緊
急
避

難
的
な
譲
渡
に
陥
り
や
す
い
。
そ
の

結
果
、
地
元
企
業
と
の
取
引
見
直
し

や
地
域
金
融
機
関
と
の
取
引
途
絶
を

招
き
、
地
域
経
済
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
寸
断
し
か
ね
な
い
。

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
抜
本
再

生
の
う
ち
「
フ
ァ
ン
ド
・
再
生
系
サ

ー
ビ
サ
ー
」
を
活
用
し
た
事
案
が
前

年
度
の
26
件
か
ら
39
件
へ
と
大
幅
な

ロ
ン
グ
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
　
牛
越
直
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特集
企業価値担保権の第一歩

伸
び
を
示
し
て
い
る
点
だ
。
緊
急
避

難
的
な
譲
渡
と
異
な
り
、
フ
ァ
ン
ド

型
は
金
融
機
関
と
企
業
が
手
遅
れ
に

な
る
前
に
計
画
的
に
進
め
る
「
早
期

再
生
案
件
」
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。

こ
の
デ
ー
タ
は
、
単
な
る
返
済
猶
予

で
の
様
子
見
に
と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ァ

ン
ド
の
伴
走
支
援
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

を
活
用
し
て
事
業
の
再
構
築
に
踏
み

出
す
動
き
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
る

実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

成
長
を
妨
げ
る
融
資
慣
行
を

打
開
す
る
企
業
価
値
担
保
権

　

深
刻
な
人
手
不
足
や
原
材
料
高
・

金
利
上
昇
と
い
っ
た
環
境
変
化
の
中

で
、
企
業
が
現
状
維
持
に
と
ど
ま
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
次
世
代
の
経

営
人
材
を
中
心
と
し
た
事
業
の
再
構

築
や
生
産
性
向
上
へ
の
前
向
き
な
投

資
に
よ
り
、「
稼
ぐ
力
」
を
取
り
戻

す
「
再
成
長
に
向
け
た
早
期
の
事
業

再
生
」
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
実
行
を
阻
ん
で
き

た
の
が
、
従
来
の
融
資
慣
行
で
あ
る
。

成
長
資
金
の
調
達
は
「
不
動
産
担

保
」
な
ど
有
形
資
産
の
余
力
に
制
約

さ
れ
、
機
動
的
な
投
資
が
難
し
い
。

事
業
承
継
の
場
面
で
は
「
経
営
者
保

証
」
が
足
か
せ
と
な
り
、
高
齢
経
営

者
は
過
大
な
保
証
履
行
を
恐
れ
て
決

断
を
先
送
り
し
、
後
継
者
候
補
も
重

い
個
人
保
証
を
敬
遠
す
る
。
結
果
と

し
て
「
手
遅
れ
」
に
陥
る
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
が
生
じ
て
い
た
。

　

こ
の
現
状
を
打
開
す
る
選
択
肢
の

一
つ
が
、「
事
業
性
融
資
の
推
進
等

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
今
年
５

月
25
日
に
始
ま
っ
た
「
企
業
価
値
担

保
権
」
で
あ
る
。
不
動
産
等
の
個
別

資
産
の
み
に
依
存
せ
ず
、「
将
来
の

稼
ぐ
力
」
を
含
む
事
業
全
体
の
価
値

を
担
保
の
対
象
と
す
る
新
し
い
枠
組

み
で
あ
る
。

　

制
度
の
骨
格
と
し
て
、
担
保
権
の

設
定
は
担
保
権
者
と
な
る
信
託
会
社

等
を
受
託
者
と
す
る
信
託
契
約
に
よ

り
行
わ
れ
、
被
担
保
債
権
に
つ
い
て

は
経
営
者
等
の
個
人
保
証
の
徴
求
が

原
則
と
し
て
制
限
さ
れ
る
。「
経
営

者
保
証
に
依
存
し
な
い
融
資
」
が
運

用
上
の
努
力
目
標
で
は
な
く
、
制
度

上
の
立
て
付
け
と
し
て
組
み
込
ま
れ

て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

　

も
し
本
制
度
を
活
用
す
れ
ば
、
不

動
産
担
保
の
余
力
に
か
か
わ
ら
ず
事

業
の
将
来
性
を
評
価
し
て
成
長
資
金

を
調
達
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
後
継

者
が
過
大
な
個
人
保
証
を
負
う
こ
と

の
な
い
円
滑
な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
も
可

能
と
な
る
。

早
期
決
断
の
重
要
性
を
示
す

官
民
フ
ァ
ン
ド
の
伴
走
支
援

　

と
は
い
え
、
窮
境
に
あ
る
企
業
が

い
き
な
り
金
融
機
関
か
ら
将
来
性
を

高
く
評
価
さ
れ
、
企
業
価
値
担
保
権

に
よ
る
無
保
証
の
融
資
を
引
き
出
す

こ
と
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

こ
の
再
生
局
面
で
新
制
度
を
活
用
す

る
現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
公
的

機
関
や
地
域
金
融
機
関
が
出
資
す
る

「
官
民
再
生
フ
ァ
ン
ド
」
か
ら
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
で
あ
る
。

　

そ
の
最
大
の
意
義
は
一
連
の
プ
ロ

セ
ス
に
あ
る
（
図
表
）。
ま
ず
、
官

民
再
生
フ
ァ
ン
ド
が
財
務
リ
ス
ト
ラ

（
債
権
買
い
取
り
等
）
を
通
じ
て
債

権
を
一
本
化
し
、
過
剰
債
務
を
整
理

す
る
。
そ
の
上
で
、
成
長
資
金
を
投

じ
、
現
場
に
深
く
入
り
込
む
「
伴
走

型
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
」
に
よ
っ
て
収

益
力
と
事
業
価
値
を
根
本
か
ら
向
上

さ
せ
る
。

　

こ
う
し
た
過
程
の
な
か
、
リ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
受
け
皿
と
な
る
地
域
金

融
機
関
と
も
事
業
計
画
の
進
捗
を
共

有
し
、
事
業
実
態
を
継
続
的
に
把
握

で
き
る
状
態
を
つ
く
る
。
そ
し
て
、

磨
き
上
げ
ら
れ
た
事
業
価
値
を
地
域

金
融
機
関
が
正
当
に
評
価
し
、
企
業

価
値
担
保
権
を
活
用
し
た
リ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
エ
グ
ジ
ッ
ト
を
達

成
す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
官
民

再
生
フ
ァ
ン
ド
が
最
終
的
に
経
営
権

を
次
世
代
の
プ
ロ
パ
ー
経
営
者
等
に

戻
す
「
大
政
奉
還
」（
準
自
力
再

生
）
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

〔図表〕 官民再生ファンドから地域金融機関へのバトンタッチ

（出所） 　筆者作成

大
政
奉
還
と
い
う
出
口
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
早
期
決
断
に
踏
み
切
れ
る 

地域金融
機関

官民再生
ファンド

大政奉還（準自力再生）
次世代経営者へのバトンタッチ

企業価値担保権リファイナンス
磨き上げた事業価値を金融機関が評価

伴走型ハンズオン支援
成長資金の投入と収益力・事業価値の向上

債権の一本化と過剰債務の整理
ファンドが債権を買い取り整理

企業・金融機関の早期決断
様子見をやめ、事業毀損前に再生着手
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こ
れ
は
、
エ
グ
ジ
ッ
ト
後
も
経
営
陣

が
自
律
的
に
事
業
運
営
で
き
、
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
持
続
的
な
信
頼
を

得
ら
れ
る
場
合
に
限
り
実
現
す
る
厳

格
な
も
の
だ
。
し
か
し
、
こ
の
仕
組

み
の
存
在
自
体
が
、
経
営
者
が
経
営

権
の
喪
失
を
恐
れ
て
決
断
を
先
送
り

す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
早
期
再
生
を
促

す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
機
能
し

得
る
。

　

以
下
、
こ
の
流
れ
で
エ
グ
ジ
ッ
ト

を
実
現
し
た
直
近
の
２
事
例
を
紹
介

し
た
い
。
特
に
一
つ
目
の
事
例
で
は
、

資
金
シ
ョ
ー
ト
に
至
る
手
前
の
段
階

で
経
営
者
自
ら
フ
ァ
ン
ド
へ
の
相
談

に
踏
み
切
っ
て
お
り
、
事
業
価
値
が

大
き
く
毀
損
す
る
前
の
早
期
決
断
が
、

そ
の
後
の
ス
ム
ー
ズ
な
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
を
可
能
に
し
て
い
る
。

老
舗
旅
館
Ａ
社
に
お
け
る 

再
生
と
承
継
の
完
遂

　

北
海
道
の
国
定
公
園
エ
リ
ア
内
に

唯
一
の
旅
館
と
し
て
位
置
す
る
Ａ
社

は
、
１
９
２
１
年
創
業
の
老
舗
で
あ

る
。
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
地
元

の
海
鮮
食
材
を
用
い
た
料
理
に
定
評

が
あ
り
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
直
撃
で
大

幅
な
赤
字
と
債
務
超
過
に
陥
っ
た
。

老
朽
化
し
た
客
室
や
大
浴
場
の
改
修

に
向
け
た
新
規
の
資
金
調
達
も
厳
し

く
な
っ
て
い
た
。

　

同
社
は
、
資
金
繰
り
に
窮
す
る
前

の
２
０
２
１
年
末
か
ら
フ
ァ
ン
ド
へ

の
相
談
を
開
始
し
、
23
年
１
月
に
官

民
再
生
フ
ァ
ン
ド
「
北
海
道
オ
ー
ル

ス
タ
ー
フ
ァ
ン
ド
」
が
投
資
実
行
に

先
立
っ
て
支
援
に
着
手
し
た
。
そ
の

後
、
同
フ
ァ
ン
ド
が
取
引
金
融
機
関

か
ら
債
権
を
買
い
取
り
債
権
者
の
地

位
を
一
本
化
し
た
上
で
過
剰
債
務
を

整
理
し
、
社
債
お
よ
び
出
資
の
か
た

ち
で
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ー
を
拠
出
。
大
浴

場
や
客
室
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

ど
商
品
価
値
向
上
投
資
を
断
行
し
た
。

　

並
行
し
て
計
３
人
の
役
員
を
派
遣

し
て
取
締
役
会
の
過
半
数
を
占
め
る

体
制
を
構
築
し
、
伴
走
型
ハ
ン
ズ
オ

ン
支
援
を
開
始
。
月
内
仕
入
れ
状
況

の
徹
底
把
握
に
よ
る
原
価
管
理
の
高

度
化
と
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
旅

行
代
理
店
）
を
活
用
し
た
レ
ベ
ニ
ュ

ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
単
価
の

高
い
個
人
客
中
心
の
集
客
構
造
へ
と

転
換
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
顧
客
単

価
は
支
援
前
の
１
万
３
０
０
０
円
台

か
ら
１
万
９
０
０
０
円
台
へ
上
昇
、

売
上
高
は
１
億
１
０
０
０
万
円
規
模

か
ら
１
億
８
０
０
０
万
円
台
へ
と
増

収
を
果
た
し
た
。
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ

（
本
稿
で
は
営
業
利
益
＋
減
価
償
却

費
）
も
約
３
０
０
０
万
円
水
準
の
安

定
し
た
黒
字
へ
回
復
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
績
と
将
来
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
が
評
価
さ
れ
、
今
年
５
月

に
は
北
洋
銀
行
に
よ
る
リ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
が
実
行
さ
れ
、
フ
ァ
ン
ド
の
エ

グ
ジ
ッ
ト
が
完
了
し
た
。
担
保
権
の

設
定
は
、
同
行
自
ら
が
受
託
者
（
企

業
価
値
担
保
権
者
）
と
な
り
、
同
行

を
当
初
の
特
定
受
益
者
（
貸
付
人
）

と
す
る
信
託
契
約
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

担
保
の
目
的
は
Ａ
社
の
総
財
産

（
将
来
の
財
産
を
含
む
）
で
あ
り
、

被
担
保
債
権
は
同
行
が
Ａ
社
と
の
銀

行
取
引
に
よ
り
取
得
す
る
一
切
の
債

権
（
極
度
額
の
定
め
な
し
）
と
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
信
用
保
証
協
会
の

保
証
付
き
融
資
も
併
用
さ
れ
、
当
該

融
資
は
企
業
価
値
担
保
権
の
対
象
債

権
か
ら
切
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

貸
付
契
約
上
の
特
約
（
コ
ベ
ナ
ン

ツ
）
に
は
宿
泊
業
の
重
要
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
業
績
評
価
指
標
）
で
あ
る
「
Ｒ
ｅ

ｖ
Ｐ
Ａ
Ｒ
」（
販
売
可
能
客
室
数
当

た
り
客
室
売
上
げ
）
が
設
定
さ
れ
、

平
時
か
ら
の
精
緻
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

体
制
が
構
築
さ
れ
た
。
何
よ
り
も
、

若
き
後
継
者
が
個
人
保
証
を
負
う
こ

と
な
く
株
式
を
買
い
戻
し
、
次
世
代

へ
の
大
政
奉
還
を
成
し
遂
げ
た
こ
と

が
大
き
い
。

合
繊
織
物
製
造
業
Ｂ
社
の 

事
業
の
再
構
築
と
協
調
融
資

　

北
陸
地
方
で
１
９
１
０
年
に
創
業

し
た
合
繊
織
物
製
造
の
Ｂ
社
は
、
独

自
の
技
術
力
で
地
域
経
済
を
支
え
て

き
た
名
士
企
業
だ
が
、
過
去
の
多
角

化
投
資
の
失
敗
に
よ
り
実
質
債
務
超

過
に
陥
っ
て
い
た
。
大
口
１
社
へ
の

売
上
げ
依
存
で
利
益
率
が
低
迷
し
、

設
備
の
維
持
更
新
や
人
材
確
保
が
放

置
さ
れ
、
社
長
が
70
歳
を
超
え
る
な

ど
事
業
承
継
の
課
題
も
深
刻
化
し
て

い
た
。

　

次
世
代
人
材
（
プ
ロ
パ
ー
役
員
）

を
中
心
と
し
た
抜
本
再
生
を
図
る
べ

く
、
官
民
再
生
フ
ァ
ン
ド
「
サ
ザ
ン

カ
中
小
企
業
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」
が

２
０
２
４
年
７
月
に
支
援
を
開
始
し

た
。「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
活
用
し

た
私
的
整
理
手
続
き
を
通
じ
、
同
フ

ァ
ン
ド
が
取
引
金
融
機
関
か
ら
全
債

権
を
買
い
取
っ
た
上
で
、
債
権
放
棄

お
よ
び
Ｄ
Ｄ
Ｓ
（
債
務
の
劣
後
化
）

を
実
施
。
株
式
併
合
等
に
よ
る
１
０
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０
％
減
資
の
上
フ
ァ
ン
ド
へ
株
式
を

集
約
し
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
代
表
取
締

役
を
含
む
役
員
２
人
を
派
遣
し
て
新

体
制
を
発
足
さ
せ
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
支

援
を
開
始
し
た
。

　

再
生
局
面
の
企
業
に
は
通
常
の
新

規
融
資
が
付
き
に
く
い
な
か
、
同
フ

ァ
ン
ド
お
よ
び
福
井
銀
行
グ
ル
ー
プ

の
運
営
す
る
事
業
承
継
フ
ァ
ン
ド
が

ニ
ュ
ー
マ
ネ
ー
を
供
給
し
、
最
新
機

器
へ
の
更
新
投
資
を
実
行
し
た
。
並

行
し
て
、
長
年
見
過
ご
さ
れ
て
き
た

電
力
費
や
保
険
料
な
ど
の
経
費
削
減

を
断
行
し
、
年
間
約
４
０
０
０
万
円

の
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
。
こ
の
削
減

効
果
を
利
益
と
し
て
留
保
す
る
の
で

は
な
く
人
材
確
保
に
振
り
向
け
、
過

疎
化
が
進
む
地
方
都
市
で
あ
り
な
が

ら
10
人
の
人
員
純
増
を
達
成
し
、
生

産
能
力
を
20
％
拡
充
し
て
「
稼
ぐ

力
」
を
高
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
主
要
取
引
先
の
大
手
合

繊
メ
ー
カ
ー
と
は
投
資
前
か
ら
一
貫

し
て
協
議
を
重
ね
、
Ｂ
社
の
事
業
継

続
が
国
内
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維

持
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
の
共
通

認
識
の
下
、
協
力
体
制
を
構
築
し
て

き
た
。
こ
の
こ
と
も
再
建
の
推
進
力

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
成
果
と
し
て
、
官
民
フ

ァ
ン
ド
の
関
与
前
、
主
要
取
引
の
先

行
き
を
踏
ま
え
れ
ば
実
質
ゼ
ロ
に
近

か
っ
た
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
は
、
直
近
期

に
９
３
０
０
万
円
と
な
り
、
今
期
に

は
１
億
６
０
０
０
万
円
を
見
込
む
水

準
へ
改
善
し
た
。
こ
の
実
績
が
評
価

さ
れ
、
今
年
５
月
に
は
商
工
組
合
中

央
金
庫
と
福
井
銀
行
に
よ
り
、
企
業

価
値
担
保
権
を
活
用
し
た
協
調
融
資

（
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）
が
実
行
さ
れ

た
。

　

担
保
権
の
設
定
は
、
協
調
融
資
行

の
う
ち
商
工
中
金
が
受
託
者
と
な
る

信
託
契
約
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

貸
付
契
約
上
の
特
約
（
コ
ベ
ナ
ン

ツ
）
に
は
、
生
産
実
績
が
計
画
を
下

回
っ
た
場
合
の
報
告
義
務
な
ど
が
定

め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
有
事
の
担
保
権

実
行
や
資
金
回
収
を
目
的
と
し
た

「
縛
り
」
で
は
な
く
、
業
況
悪
化
の

兆
候
を
早
期
に
検
知
し
、
金
融
機
関

と
の
建
設
的
な
対
話
と
経
営
改
善
ア

ク
シ
ョ
ン
を
促
す
「
共
通
言
語
」

（
精
緻
な
コ
ベ
ナ
ン
ツ
）
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。

　

な
お
、
経
営
面
で
は
支
援
開
始
か

ら
約
１
年
後
に
代
表
取
締
役
を
プ
ロ

パ
ー
役
員
へ
交
代
さ
せ
て
お
り
、
次

世
代
へ
の
移
行
は
す
で
に
始
動
し
て

い
る
。
Ｂ
社
の
株
式
は
現
在
も
フ
ァ

ン
ド
が
保
有
す
る
が
、
こ
れ
は
プ
ロ

パ
ー
経
営
陣
へ
の
大
政
奉
還
に
向
け

た
移
行
期
間
の
位
置
付
け
で
あ
り
、

本
件
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
そ
の
円
滑

な
実
現
に
向
け
た
財
務
基
盤
を
整
え

る
も
の
で
あ
る
。

再
成
長
に
向
け
た 

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

企
業
価
値
担
保
権
が
有
効
に
機
能

す
る
た
め
の
大
前
提
は
、
コ
ベ
ナ
ン

ツ
を
通
じ
た
平
時
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど
、
借
り
手
と
貸
し
手
が

事
業
へ
の
深
い
理
解
を
共
有
し
密
な

対
話
を
継
続
す
る
こ
と
に
あ
る
。
官

民
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
成
長
資
金

の
供
給
と
徹
底
し
た
ハ
ン
ズ
オ
ン
支

援
は
、
事
業
実
態
の
可
視
化
と
収
益

力
の
向
上
を
通
じ
て
こ
の
対
話
の

「
土
台
」
を
構
築
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
次
世
代
へ
移
行
さ
せ
て
企
業
が
自

走
で
き
る
状
態
へ
と
導
く
。
そ
し
て
、

磨
き
上
げ
ら
れ
た
事
業
価
値
を
地
域

金
融
機
関
が
正
当
に
評
価
し
、
経
営

者
保
証
等
に
過
度
に
依
存
し
な
い
伴

走
支
援
を
引
き
継
ぐ
。

　

こ
の
有
機
的
な
連
鎖
こ
そ
が
、
手

遅
れ
案
件
の
緊
急
避
難
的
な
譲
渡
に

よ
る
地
域
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
寸
断
を

防
ぎ
、
地
域
に
価
値
あ
る
事
業
を
残

し
て
次
世
代
へ
た
す
き
を
つ
な
ぐ

「
再
成
長
に
向
け
た
事
業
再
生
」
の

理
想
的
な
モ
デ
ル
を
可
能
に
す
る
。

官
民
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
事
業
再

建
と
企
業
価
値
担
保
権
に
よ
る
リ
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
の
結
び
付
き
は
、
地
域

経
済
の
維
持
・
発
展
に
向
け
た
実
効

性
の
高
い
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
う

だ
ろ
う
。

（
守
秘
義
務
の
観
点
か
ら
投
融
資
額
等

は
非
開
示
と
し
て
い
る
）

う
し
こ
し
　
た
だ
し

監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
、
Ｐ
ｗ
Ｃ
Ｆ
Ａ

Ｓ
（
現
Ｐ
ｗ
Ｃ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
）

を
経
て
、
08
年
ロ
ン
グ
ブ
ラ
ッ
ク
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
を
設
立
。
サ
ザ
ン
カ
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
取
締
役
。
北
海
道

オ
ー
ル
ス
タ
ー
フ
ァ
ン
ド
お
よ
び
サ

ザ
ン
カ
中
小
企
業
活
性
化
フ
ァ
ン
ド

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ン
グ
ブ
ラ
ッ
ク
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
お
よ
び
サ
ザ
ン
カ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
が
地
域
金
融
機
関
等
と
共

に
運
営
に
携
わ
る
官
民
再
生
フ
ァ
ン

ド
。
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